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2.研 究 のね らい ・目的

平成5年 度の成果報告でふれたように、本研究班では、地域研究の対象である 「地域」の社

会および文化の独 自性の形成 にかかわる普遍論理 と個別論理 の交錯のメカニズムを、東南アジ

アおよびそれを挟む中国6イ ン ドの状況 を手がか りとして解明す ることを研究の大 きな枠組み

としている。そのために、平成5年 度においては、次の二つの研究のね らいを立てた。まず、

その一 と して、東南アジアの社会 ・文化 の特徴を表す さまざまなキーワー ド(例 えば、 「小人

口世界」 「複合社会」 「フロンティア世界jr樹 密社会」、 あるいは社会組織にかかわる 「緩

やかな構造」 「双系制」 「圏」 「ネ ッ トワーク」な ど)を 東南アジア各地の具体的事例に即 し

て、また東南アジア以外の地域 との比較 において掘 り下げて いくこと、そ して、その二 として、

「中心 と周辺」 「国家 とエスニシティ」あるいは 「都市 と農村」 というような二項対立的な概

念枠組みのなかで、東南 アジアの地域性の形成 と変容のダイナ ミズムをあつか うこと、 この二

つを本研究班の目的として設定 した。

平成6年 度には、以上の二つの 目的を念頭に、各メンバーの個別課題 に加えて、班全体の共

通テーマ として、 「フロ ンテ ィア」な らびに 「周辺と境界」 という課題をあつかうことに した。

東南アジアは、かつて 中国やイ ン ドの 「中心世界」か ら見て 「周辺世界」として位置づけ ら

れていた。また、近代以降の植民地主義の時代か ら現在に至 るいつの時代において も 「世界」

の 「周辺」 として位置づ けられる状況が続いている。そのことは、一方では、 この地域が 「世

界」の 「フロンティア」 として、資源収奪、地域開発、近代化な どの最前線 として 「世界」が

注 目する地域で もあった ことを意味 している。東南アジアの域内において も、 「中心 と周辺」

という構造はます ます顕著にな りつつあ るようである。国民国家形成の過程で、国内の中心地
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域 と周辺(周 縁)地 域が さらに顕在化 し、ます ますその構造が強固にな りつつ ある。

東南アジアをよ りミクロに見 ると、人口の過密 と過疎の併存、あるいは資源 と開発の遍在 と

いう条件のもとで、域 内において常に人口の流動化 と資源利用の変化が生起 してお り、それが

常態的な 「フロンテ ィア」状況を東南ア ジアにもた らしている。大陸部デルタや島嗅部のジャ

ワそ して大都市などの人口欄密空間と、その対極 にある大陸部の山地や島喚部の低湿地や山地

などの小人 口空間とのあいだの人 々の移動が 「フロンティア」状況を常に生み出 している。ま

た、 この ことが域内あるいは国内における 「中心 と周辺」 とい う観念の固定化をさらに進めて

いるといえよう。

以上のような考えの もとに、平成6年 度においては、とくに 「フロンティア」および 「周辺

と境界」を共通テーマ として、地域性の形成 と変容のダイナ ミズムを東南アジアの具体的事例

にもとついて明 らかにす ることとした。

3.平 成6年 度の 研究経過

上述のような共通の研究課題を設定 して、以下の研究会を開催するとともに、関連する研究

班 との合 同研究会を もった。

研究打合せ会(6月19日 、京大東南アジア研究セ ンター)

各 メンバ ーの平成5年 度の研究経過をふまえて今年度の役割分担課題を打合せ、下記のよう

な課題をそれぞれ設定 した。 また、平成6年 度の研究実施計画を打合わせた。

坪内良博:全 体の総括、および 「小人口世界」の形成と 「フロンテ ィア」状況を、東南ア

ジア島喚部の人口史とカ リマ ンタンの最近の調査をもとに検討。

石井 浦:地 域性と外文明。ネパールを対象 として、 ヒン ドゥー文化の周辺域 における中

心 と周辺の関係を検討。

加納啓良:ジ ャワにおける 「稠密社会」形成の歴史 とその出現の意味、および国民国家形

成の もとでの 「ジャワニサシ」の分析。

北原 淳:タ イ国における領域支配の歴史過程を分析 し、周辺地域の属人的支配 と属地的

支配の形成 ・変容を分析。また、近代化のなかでの都鄙関係か ら村落共同体論

を再検討。

桜井由躬雄:紅 河デルタの地域性を 「歴史圏」の形成という視点で分析 し、東南アジアに

おける紅河デルタの特異性を検討。

山下晋 司:エ スニシティと地域性。とくに歴史的状況のなかで 「創出されるもの」として
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のエスニ シテ ィをイン ドネ シアを例に検討。

田中耕司:東 南アジアの開拓前線での資源利用をめ ぐる 「フロンテ ィア」状況を、イン ド

ネ シアの現地調査か ら検討。

第1回 研究会(9月25日 、学士会館分館)

「東南 アジアにおける周辺 と境界(1)」 というテーマで研究分担者3名 が個々の分担課題

に沿 った研究発表を行 った。また、研究協力者 として尾形勇氏(東 京大学文学部:中 国古代史)

を招 き、共通テーマに沿って 中国における 「中心 と周辺」の史的展開について話題を提供いた

だいた。発表者 ・テーマは以下の とお りである。

田中耕 司 「フロンテ ィア世界としての東南アジア:r資 源』をめ ぐる中心 と辺境」

北原 淳 「タイにおける都市 ・農村関係の歴史的展開:19世 紀樒役制度を中心に」

坪 内良博 「中心 としての周辺 一 東南アジア地域理解のための試論」

尾形 勇 「天下と辺境」

田中は、昨年度の研究発表を展 開す るかたちで、東南アジアの 「資源」(熱 帯の希少物産、

工業原料と しての一次産品、木材 ・石油 ・ガス、食糧 ・土地)を め ぐる人の動 きを、ネ ッ トワ

ーク型、デ ィアスポラ型、コロナイゼー ション型、ディベ ロプメ ント型に類型化 し、カリマ ン

タンの調査事例を引きなが ら 「資源」をめ ぐるフロンテ ィアの形成(「 フロンティア連鎖」 と

しての東南アジア)と 「中心 と周辺」構造の展開(域 内序列化の進む東南アジア)を 対比 しつ

つ、東南ア ジアの地域性を検討 した。北原は、前近代における国家による地方の支配構造 とし

ての樒役制度をと りあげて、自然発生的な共 同体 としての農村という従来のとらえ方に対 して、

国家権力によ り作 られた地方 ・農村 という立場か ら、樒役負担農民に関連す る法令等を分析 し

て、歴史的所産 と してのタイの 「中心 と周辺」構造の成立を論 じた。坪 内は、 「フロンテ ィア

世界」 としての東南アジアという枠組みを手がか りに、東南アジアの地域性を考えるうえでの

い くつかの問題点を指摘 した。例えば、東南アジアにおける 「中国化」や 「イ ン ド化」の影響

を受けなか った 「地域」や 「文化」が東南アジア固有のもの とい う視 点ではな く、移 り住み、

住み着 いてそこを フロンティアと して利用 した人 々が もつ特性を東南アジア的特質として とら

える視点を重視 しようという指摘はその一つである。 こうした視点か ら、生業、民族、都市な

どの諸 問題 を考える重要性を示唆 した。尾形の発表は、東南アジアの 「中心 と周辺」を相対化

するためにと くに依頼 した もので、中国における 「中心(天 下)と 周辺(辺 境)」 概念の秦 ・

漢代における萌芽か ら華夷秩序の形成に至るまでの歴史的展開を扱 ったものである。

第2回 研究会(1月22日 、京大東南アジア研究センター)
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第1回 研究会に続いて、同じく 「東南アジアにおける周辺 と境界(2)」 のテーマで研究分

担者4名 が以下の研究発表を行 った。

桜井 由躬雄 「東南アジア史の中心 と辺境」

石井 傅 「南アジアの周辺社会を考え る」

山下晋司

加納啓良

「フロンテ ィアの民族文化 イ ン ドネシアの調査か ら」

「イ ン ドネシアにおける中心 と周辺 rジ ャ ワ』 とr外 島 』」

桜井は、一定の時期に共通 した歴史的運命を共有 した特定の範域を 「歴史圏」として定義 し

た うえで、 「地域」はその歴史圏の重層 のうえに成立するとした。こうした 「地域」に関する

論議をふまえて、小人口、圏的結合、移動社会などの特徴を もつ東南アジアのなかで、きわめ

て異質な、従 ってその故 に東南アジアにおいては 「周辺的」 とで も位置づけることのできる紅

河デルタの地域性について報告 し、その特徴が、近代以前の強固な村落結合に由来することを

明らかにした。石井は、 ヒン ドゥー世界の周辺地域 としてのパルバテ ・ヒン ドゥーやネ ワール

の社会 ・文化と中心地域 としての ミテ ィラーのそれ とを自身の調査地での体験 にもとついて比

較 し、周辺社会で起 こる文化 ・社会変容の特性を考察 して、その社会の地域性 とで も呼べる性

格が、中心地域が もつ規範性に対す る柔軟性と固執性の両面 にうかがえることを報告 した。山

下は、バ リでの調査か ら、国民国家 という枠組みのなかでバ リのさまざまな文化が 「地域」文

化 として国家および地方の行政の 「指導」のもとに 「育成」 「産 出」 されている現状を報告 し

た。 このような指導 ・育成が、芸能や観光などの側面だけでなく、行政 ・経済などあらゆる側

面に浸透 していることをふまえて、民族文化す らが今やよりマクロな国家や世界資本主義のフ

ロンテ ィア として生産 されていることを論 じた。加納は、これまでに本研究班で行 ってきた彼

自身の発表が、東南アジア経済の 「中心」 と ∫周辺」、イン ドネ シアの 「中心」と 「周辺」、

そしてジ ャワの 「中心」 と 「周辺」、という3つ の レベルの報告であった とい うふ うに整理 し、

とくに現代 イン ドネシアの政治 ・経済が、ジャワと外島という対比のなかで、全般的な 「ジャ

ワニサシ」の浸透 として展開 していることを報告 した。

合同研究会(第1回:5月28日 、楽友会館、第2回:7月2、3日 、神奈川県足柄下郡)

「地域間研究の構図 一 東南アジアと南アジア」というテーマで、2回 にわた り、BO3計 画

研究班お よびAO3計 画研究班 との合同研究会を開催 した。南アジア研究者を招き、 ヒン ドゥー

教 およびカース ト制によって 巨大なまとまりをみせる 「イ ンド世界」と、それに対比 してまと

ま りを欠 く 「東南 アジア世界」との比較のなかか ら、両者の地域性をさらに明らかにす る試み

として実施 された。
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以上の研究会の他に、総括班が主催 した研究集会 「発展の地域性」(11月18日 ～19日 、京都

市 リサーチパークにて開催)に は、本研究班か ら加納が 「東南ア ジア植民地経済のr中 心』と

r周辺』:国 際貿易論 の視点から」と題す る発表を行 った。 これは、東南ア ジアを国際分業 ・

貿易の視点か らみたとき、この地域はどのように、そ してどの程度まとまった地域 としてとら

え られるのかとい う問題意識をもって、おもに戦前 ・戦中の貿易統計を素材に分析 した結果を

報告 したものである。 また、同じく総括班が主催 した年度末の シンポジウム 「地域 と生態環境」

(3月2日 ～3日 、東大山上会館 にて開催)で は、田中が 「社会慣行の規範性:森 林の利用 と

開墾をめ ぐる地域の論理 と国家の論理」というテーマで話題提供を行 った。イン ドネシアの開

拓前線での森林と農地の境界をめ ぐる問題をとりあげ、この地域が、 自然 と人間が対峙 したた

んなる開拓地 という地理的空間としてだけではな く、国家の法と住民の生活が対峙す る社会的

意味空 間としての問題 も内包 していることを指摘 した。

4.研 究 の成果 とフ ロンテ ィア

以上の研究会での研究発表 と個別のテーマの追究を中心に平成6年 度が経過 したが、共通の

テーマを 「フロンティア」や 「周辺 と境界」 とい う比較的あつかいやすいテーマに絞 ったこと

も効を奏 して、概ね順調に研究活動を進めることができた。今年度の共通テーマに関連 した各

メンバーのそれぞれの研究成果は、r総 合的地域研究』第8号 にまとめることができた。 いず

れ もそれぞれのメ ンバ ーが、各 自のフィール ドを顧みなが ら、 「フロンティア」や 「周辺 と境

界」という今年度の共通テーマを念頭に書 き上げた ものである。同誌での掲載順に報告のタイ

トルを列挙す ると以下のようである。

加納啓良

桜井由躬雄

石井 薄

北原 淳

山下晋司

坪内良博

田中耕司

「『フロンテ ィア』とジャワニサシ」

「辺境 と集 団性 一 紅河デルタ村落報告」

「周辺社会 における中心指向性 と柔軟性 一 南アジアの北縁から」

「タイの地方国における樒役制度」

「フロンティアの民族文化 一 イ ンドネシアの調査か ら」

「フロンティア世界への旅」

「森は誰のもの 一 南スラウェシ州の開拓前線における森林 と農地の箋界」

以上の7つ の報告に現れた 「フロンティア」あるいは 「周辺」 ということばの用法における

多様性は、東南アジア地域研究における、これ らのキーワー ドの含意の深 さを示 している。 こ

の論文集に現れたように、グローバルな配置における 「周辺」 としての東南アジア、そのよう
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に位置づけられた地域のなかでの 「亜中心」ない し 「副次的中心」の形成、さ らには 「周辺」

自体を地域の本質的部分 とみる 「中心」の逆転など、さまざまな視角か ら東南 アジアの地域性

へ と迫る試みがなされた ことが、今年度の大 きな収穫であったといえよう。以下に、研究組織

のメ ンバーそれぞれがま とめた 「研究の成果 とフロンテ ィア」を引用 して、平成6年 度の成果

を概括す ることに したい。

坪内良博:本 年度におけるAO .2班 は、東南ア ジアを中心 とする地域形成論の研究のため

に、共通テーマとして、 「周辺」および 「フロンティア」 というキーワー ドを設定 した。東南

アジアは、中国、イ ン ドの周辺に位置づ けられ、 ごく近 い過去まで小人 口の世界を保 ってきた。

この状態が19世 紀後半ないし20世 紀前半 に、 フロンテ ィアの開発をともな って、地域の性格の

形成に大き く影響 した ことを考慮 し、その基礎 となる状況の確認を行 うべ く、19世 紀の島喚部

東南アジアの人口分布 に関す る資料収集 とその整理、ならびにこの状況をふ まえた地域 の性格

形成の見通 しを試 みた。

石井 薄:南 アジアに主な焦点をあてつつ、地域差、地域性および周辺文化についての分

析 ・考察を行 なった。具体的な研究対象地域は、イン ドの ビハール州北部とネパール南部にま

たがる ミテ ィラー、ネパールの主要住民パルバテ ・ヒンドゥー(母 語ネパール語)の 根拠地で

ある山地低部、お よびネ ワールの故地であるカ トマンズ盆地、の3地 域である。方法と しては、

ヒン ドゥー文化の 中心のひとつ(ミ ティラー)に 、周辺の2社 会(パ ルバテ ・ヒン ドゥー とネ

ワール)を 対照させ、それぞれの文化 ・社会の性格を究明す る方 向をとった。扱った側面は、

儀礼、カース ト的慣習、社会関係、およびその歴史的背景などであり、比較の結果 として、中

心での 自由度の高 さ、周辺文化の柔軟性、周縁地域の小中心での慣行順守の厳格 さ、な どが明

らかになった。

加納啓良:第 一に、ジャワにおける 「稠密社会」形成の歴史的起源 と過程を、19世 紀初め

の地税制度導入期 の農村について検討す るため、東部ジャワのバ ンギル県の地税賦課 「詳細査

定簿」 (detailed settlement report) の村落 ・耕作者別データをパ ソコン ・データベースに

入力す る作業を開始 した。第二に、近現代の東南アジア地域全体 の中でのジャワの国際経済的

地位 とその変化をよりグローバルな視野から考え直す ために、1910～30年 代の東南アジァ全域

の国際貿易の統計データを分析 し、その意味を考察す る作業を行 った。そ して、第三 に、ジャ

ワ型の集約的水 田稲作農業が直面 しつつある限界 とその変貌の可能性を、イ ン ドネ シアにおけ

る国民国家形成という歴史的文脈の中で検討するために、 「フロ ンティアとジャワニサ シ」 と

い う題 目で序論的概念論的考察を試みた。
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北原 淳:タ イのNGO運 動が無条件で評価する 「共同体文化」の もつ問題点を、アニ ミ

ズム的認識の構造を中心に検討 した。、それは伝統的文化の基礎にあって、農民のアイデ ンティ

ティーと自立的精神を形作るといわれている。 しか し、その認識は、親 しく信用できる共同体

内部 と、 よそよそ しく信用ならない共同体外部 という二重の構造を想定 してお り、内部での結

束は強いが、外部に対 して積極的に関わらず、交渉 もしない、という特徴をもつ。 したが って

共 同体を拠点 とする外部への抵抗 という図式にはあてはま らない。

桜井由躬雄:地 域 とは物理的 「地」平の範 「域Jを 区分することを意味するものではない。

地域性 とは、地域の個別性の主張である。従 って、地域的個別性の対立概念は世界 的普遍性で

ある。 この意味で、 これまでのフィール ド諸学が、地域の相対性を確認することを通 じて、世

界的普遍性原則に立脚 していたことに明確に対峙す るものである。本計画のテーマである地域

形成の条件 とは、それぞれの地域の個別性が形成される過程 を追究す ることによって、その形

成条件を認識 しようとする試 みである。従 って、前者を地理的空間的地域把握 とすれば、後者

は歴史的時間的地域把握 とす ることができよう。

以上の理解のもとに、平成5年 度に続 いて海外学術調査 「紅河デルタ村落の研究」計画(平

成5年 ～7年)と の協力のもとに、紅河デルタ歴史圏の地域性を村落集 団の形成のなかか ら明

らかにす る作業を行 った。研究対象の標準単位 として紅河デルタの新デルタ末端に位置す るハ

ナム省ヴーバ ン県バ ックコック村落をとりあげ、村落内においてきわめて強固な結合を維持す

るゾンホー(祖 先神を共有す る祭祀集団)と ソム(地 縁結合 による社会集団)と い う二つの社

会集団を通 じて、村落内の実際の各種の社会関係が維持 されていることが明らかになった。こ

のように、閉鎖的村落集 団の持続を通 じて形成された紅河デルタ歴史圏の特徴は、東南アジア

のなかではきわめて特異な地域 として紅河デルタを性格づけている。

山下晋司:エ スニシティあるいは民族文化を本源的ななにか というより、ある政治的 ・歴

史的状況のなかで創出されるもの という立場か ら文献資料を検討す るとともに、イ ンドネ シア

のバ リで現地調査 を行 った(平 成6年 度文部省科学研究費国際学術研究 「東南アジア島懊部 に

おける国民文化 と地:方文化の相関的動態」[代 表者:山 下晋司]の 一環 として)。 その結果、

エスニ シテ ィもしくは民族文化の創出にあた ってとりわけ植民地権力や国家権力の役割に注 目

する必要があることがわかった。現地調査においては今 日のバ リの民族文化の産出にあた って

のバ リの州政府文化局の果た している役割について調査を行 った。

田中耕司:開 拓前線 とい うフロンテ ィア状況をきわめて明瞭に有す る地域での事例研究を

素材 として、今年度の研究班の共通テーマである 「フロンテ ィア」や 「周辺 と境界」 とい う課
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題に迫ることに した。国家のなかの周辺地域と して位置づ けられる開拓前線が、実は、国家と

住民が資源をめ ぐってするどく対峙する社会的意味空間であること、そ してその故に、周辺地

域が 「フロンティア」 としての性格をさらに強め、その性格を長 く持続 させることを論 じた。

また、 「境界」という概念については、開拓前線の進展にともなう森林 と農地の箋界の問題を

とりあげて、境界地域における資源管理の問題点や資源利用をめ ぐる権利関係の錯綜状況 につ

いて考察 した。

5.今 後の課題

以上に述べたような平成6年 度の研究経過および各メンバーが抱いている問題意識を もとに、

次年度以降は、東南ア ジァの地域性 に関わる諸概念の さらなる精緻化 と具体的事例に即 した研

究手法の確立を 目指す ことになる。当面する課題、あるいは今後の研究の進め方について も各

メンバーが まとめたものを引用す ることにするが、次年度以降は、こうしたそれぞれの課題を

め ぐって個別研究を進めるとともに、東南アジアの地域性に迫 るためにT複 合性」というキー

ワー ドをとりあげて共 同研究の内容を充実させ る。 また、関連する他の研究班、 とくにAO2の

公募研究班や、AO3、BO3な どの計画研究班との研究交流をさらに進め、東南 アジアの地域性

に迫 ることに したい。

坪 内良博:東 南アジアは、上述の小人口状況を背景に、人 口移動が顕著で あり、 とくに開

発地 における移民の重複や、都市における交錯等を契機 として、社会における複合が重要な特

.性となった。今後は、小人 口状況の把握 と理解をさらに深めつつ、移民が形成 した社会の性格

や、東南アジアの都市 という空間の特質 について、資料収集、整理を進 め、これ らの要素を考

慮に入れて、東南アジア社会の形成論理を解明 していきたい。

石井 薄:こ れ までは、ネパールおよび北イン ドの一部のカース ト社会の比較が中心であ

ったが、比較考察を、よ り広い視野をもって進めることが当面の課題で ある。それは、次のよ

うな3段 階で行 うことを予定 している:(1)ネ パール、ブータ ン、シッキムおよびその周辺の

非カース ト的社会 との比較考察、(2)南 アジアの他のカース ト社会 との比較、(3)東 南アジァ

にお ける中心 と周辺のあ りかたとの比較検討。なお、カース ト的世界は複数文化の併存と不平

等性の許容がセッ トになった構造を もつが、そのような構造 と、東南アジアを含む非カース ト

社会の構造 との比較研究 も将来の課題である。

加納啓良:主 に次の3つ の課題について研究を進め、その成果のま とめを行いたい:(1)

東部 ジャワ ・バ ンギル県の地税賦課 「詳細査定簿」のデータの入力作業を終え、その分析を行
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うこと、(2)上 記の成果を、かつて行 った東部 ジャワ ・マラ ン県(バ ンギル県の南隣)に つい

ての同種の作業の成果 と比較 し、19世 紀初めにおける農業発展の先進中核地域(バ ンギル県)

と後進周辺地域(マ ラン県)と の対比を明 らかにすること、(3)ジ ャワにおける地税制度導入

の歴史過程を整理 し、 日本、台湾などのケース と対比 しなが ら、 ジャワにおける稠密型稲作農

業社会形成の比較史的意味を考察す ること。

北原 淳:「 共同体文化」の もとでの人 々の認識の構造的特徴を、アニ ミズム以外の民衆

仏教、バ ラモ ン教 などを含めて検討 し、その消極的側面だけでな く積極的側面を明 らかにす る。

と くに、 「共同体文化」の現代社会への適応能力について検討す る。 また、社会史的研究 とし

て、樒役制度の もとで中央の畿内 と周辺の地方 とがいかなる関係 にあったかを、 さらに具体的

に検討す る。

桜井 由躬雄:ゾ ンホーとソムは、従来、まった く紹介 されなか った もので、その内容 は不

明なところが多い。平成7年 度においては、バ ックコック村 に第3次 、第4次 の調査を行 い、

とくにファ ミリー ヒス トリーの聞 き取 り調査を通 じて、ゾンホーとソムの社会的機能 について

検証す る。ゾンホーとソムは紅河デルタの地域性を代表する指標 と考え られるが、そのために

も、 「ゾンホーとソム圏」と呼びうるような広が りを確定す る必要がある。上記の 「紅河デル

タ村落の研究」計画では、バ ックコックのほかに、ハーバ ック、ハ ドンの2村 にも研究拠点が

おかれているので、バ ックコックで発見 されたこの特徴が他の地域においても共通す るものか

を検証す る。

山下晋司:上 記の成果をふまえて、来年度は、以下の4点 を課題 としたい。(1)東 南アジ

アにおける植民地主義 の展開のなかでエスニシテ ィもしくは民族文化の創 出に関 して具体 的な

事例 に即 した分析を行 う。(2)脱 植民地化=独 立 と国民国家形成過程 における国民あるいは民

族集団 としての主体構築の仕方 と文化の捉え直 しや流用を検討する。(3)イ ン ドネシア調査を

継続 し、今 日のイ ンドネシア国家 とエスニ シテ ィもしくは民族文化の相関的動態に関する調査

を行 う。(4)こ れ らの研究成果を 「地域性の形成論理」 とい う研究課題に連結 させ る論理 をさ

ぐる。

田中耕司:来 年度 も、東南アジアの 「フロンテ ィア社会」 としての特徴を とらえる作業を

続 けることになる。東南アジア各地におけるフロンテ ィア状況については、イ ン ドネシアの南

スラウェシ州で従来か ら行 ってきた開拓前線の調査と、最近行ったカ リマンタン各州での調査

を比較する作業 に着手す る。 この作業においては、資源と人間 ・社会 との関係、なかで も森林

資源や土地資源をめ ぐる 「フロンティア状況」の比較が中心にな る。 また、東南 ア ジアの社
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会 ・文化の文脈のなかでの東南アジア固有の 「フロンティア」概念の索 出も今年度 に続 けて行

っていきたい。なお、来年度の共通テーマに関連 しては、開拓前線にお ける複合的な民族構成

のなかで生起する民族 間関係を取 り上げる予定である。
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